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す
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普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
に
関
す
る
質
問
主
意
書

在
日
米
軍
の
再
編
を
め
ぐ
り
、
沖
縄
・
宜
野
湾
市
の
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
普
天
間
飛
行
場
の

返
還
は
、
橋
本
政
権
時
（
九
十
六
年
四
月
）
、
「
米
兵
の
少
女
暴
行
事
件
」
に
端
を
発
し
た
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
の
一
環
と

し
て
、
日
米
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
合
意
で
約
束
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
政
策
決
定
時
の
当
事
者
の
一
人
と
し
て
、
以

下
、
質
問
す
る
。

一

な
ぜ
、
移
設
先
（
政
府
案
）
が
、
当
初
構
想
さ
れ
た
名
護
市
辺
野
古
の
「
沖
合
」
で
は
な
く
、
一
部
陸
地
を
含
む
「
沿

岸
」
と
な
っ
た
の
か
。

普
天
間
飛
行
場
に
関
す
る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
（
平
成
八
年
十
二
月
二
日
）
で
は
、
代
替
施
設
と
し
て
三
つ
の
具
体
案
、

す
な
わ
ち
�
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
嘉
手
納
飛
行
場
へ
の
集
約
、
�
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
に
お
け
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設
、
並
び

に
�
海
上
施
設
の
開
発
及
び
建
設
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
�
「
海
上
施
設
の
建
設
を
追
求
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
海
上
施
設
は
、
他
の
二
案
に
比
べ
て
、
米
軍
の
運
用
能
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
沖

縄
県
民
の
安
全
及
び
生
活
の
質
に
も
配
意
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
最
善
の
選
択
」
だ
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
考
え
方
を
と
ら
ず
、
か
つ
、
あ
え
て
こ
れ
ま
で
の
計
画
地
を
変
更
し
て
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
南
部

一



沿
岸
部
の
陸
地
に
一
部
か
か
る
案
に
し
た
の
か
。
ま
さ
に
、
こ
こ
に
、
安
全
・
騒
音
・
環
境
面
等
に
お
け
る
、
周
辺
住
民
の

懸
念
か
ら
く
る
反
対
の
最
大
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

二

な
ぜ
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
飛
行
場
が
、
海
上
浮
体
方
式
で
は
な
く
埋
立
方
式
な
の
か
。
同
じ
く
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
で

は
、
「
海
上
施
設
は
、
軍
事
施
設
と
し
て
使
用
す
る
間
は
固
定
施
設
と
し
て
機
能
し
得
る
一
方
、
そ
の
必
要
性
が
失
わ
れ
た

と
き
に
は
撤
去
可
能
な
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
今
後
の
国
際
・
軍
事
情
勢
如
何
に
よ
っ
て
は
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に

大
い
に
資
す
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
担
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
「
海
上
施
設
の
工
法
」
と
し
て
は
、

技
術
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
検
討
の
結
果
、
�
杭
式
桟
橋
方
式
（
浮
体
工
法
）：

海
底
に
固
定
し
た
多
数
の
鋼
管
に
よ
り
上

部
構
造
物
を
支
持
す
る
方
式
、
�
箱
（
ポ
ン
ツ
ー
ン
）
方
式：

鋼
製
の
箱
形
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な
る
上
部
構
造
物
を
防
波
堤

内
の
静
か
な
海
域
に
設
置
す
る
方
式
、
�
半
潜
水
（
セ
ミ
サ
ブ
）
方
式：

潜
没
状
態
に
あ
る
下
部
構
造
物
の
浮
力
に
よ
り

上
部
構
造
物
を
波
の
影
響
を
受
け
な
い
高
さ
に
支
持
す
る
方
式
、
い
ず
れ
も
が
実
現
可
能
と
さ
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
基
本
計
画
」
（
平
成
十
四
年
七
月
二
十
九
日
・
第
九
回
代
替
施
設
協
議

会
）
で
は
、
「
埋
立
工
法
」
で
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
埋
立
は
、
右
記
三
つ
の
工
法
と
異
な
り
、
恒
久
施
設
化
す

る
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
藻
場
や
リ
ー
フ
の
破
壊
、
海
流
の
変
化
に
よ
る
生
態
系
へ
の
悪
影
響
等
環
境
へ
の
負
荷
が
著
し

二



く
大
き
い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
。

誰
が
、
な
ぜ
、
ど
う
い
う
経
緯
で
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
の
趣
旨
を
無
視
し
て
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
決
定
を
下
し
た
の

か
。

三

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
の
迷
走
は
、
ま
さ
に
返
還
合
意
当
時
の
原
点
を
見
失
っ
た
政
府
の
迷
走
に
あ
る
。
安
全
保
障
上

の
要
請
か
ら
、
沖
縄
県
内
移
設
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
周
辺
住
民
の
安
全
面
や
騒
音
等
の
環
境
面
、
生
態
系
へ
の
負
荷
等
の

負
担
を
極
力
軽
減
し
、
日
米
安
保
上
の
要
請
も
満
た
す
、
そ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
し
か
な
い
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
総
合
的
に
検
討
さ
れ
得
ら
れ
た
結
論
が
、
当
時
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
の
海
上
施
設
案
で
あ
り
、

三
つ
の
工
法
で
あ
っ
た
。
特
に
、
杭
式
桟
橋
方
式
（
浮
体
工
法
）
と
さ
れ
る
も
の
は
、
埋
立
案
に
比
し
、
�
海
底
に
く
い
打

ち
を
し
て
滑
走
路
を
支
え
る
た
め
、
リ
ー
フ
や
藻
場
を
痛
め
る
度
合
い
も
少
な
く
、
ポ
ン
ツ
ー
ン
方
式
の
よ
う
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
防
波
堤
を
設
け
る
必
要
も
な
く
海
流
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
生
態
や
環
境
へ
の
負
荷
も
比

較
的
少
な
い
、
�
く
い
打
ち
な
の
で
撤
去
可
能
性
も
あ
り
、
将
来
固
定
化
し
な
い
こ
と
で
沖
縄
県
民
感
情
に
も
沿
う
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

代
替
施
設
を
海
上
沖
合
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
経
路
が
住
宅
地
に
か
か
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
、
陸

三



地
と
は
「
桟
橋
又
は
コ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
（
連
絡
路
）
に
よ
り
接
続
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ

最
終
報
告
に
盛
ら
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

も
う
一
度
、
こ
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
日
米
両
政
府
が
、
移
設
案
の
再
検
討
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

如
何
。
シ
ー
フ
ァ
ー
駐
日
米
大
使
も
二
月
十
三
日
の
那
覇
市
で
の
講
演
で
、
「
地
元
か
ら
い
い
案
が
出
れ
ば
耳
を
傾
け
る
。

よ
り
よ
い
考
え
方
が
出
れ
ば
、
そ
れ
を
採
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
述
べ
、
沿
岸
案
の
修
正
も
あ
り
う
る
と
の
考
え
を
表
明
し

て
い
る
。

右
質
問
す
る
。

四


